
News Release 

地域特産品を使ったラーメン開発による地域活性化の取組みについて 

～大木町のきのこを使ったラーメンお披露目イベント開催～ 

以  上 

2 0 2 5 年 3月 1 7 日 

《 本件に関するお問合せ先 》 

株式会社福岡銀行 地域共創部 地方創生推進室 担当：山﨑、山下 

TEL 092 – 723 – 2254  

 株式会社ふくおかフィナンシャルグループ（取締役社長 五島 久、以下「FFG」）および傘下の株式会社

福岡銀行（取締役頭取 五島 久）は、食を通じた地域活性化事業に取り組む株式会社力の源ホールディン

グス（代表取締役社長 山根智之、以下「力の源HD」）と協業し、地域の特産品のブランド価値向上と地域

課題解決に向けた取り組みを開始します。 

 西日本有数のきのこの生産地である大木町の魅力を市内外へ広く発信することを目的に、福岡銀行地域

共創部と大木支店が連携して、地域おこし協力隊の活動をしている大木バイオクリエーションズ株式会社

や、幻のきのこ「博多すぎたけ」を生産している株式会社ドリームマッシュなど、地域事業者と力の源HD

の橋渡し役となり、大木町の特産品をふんだんに使った「博多すぎたけの塩中華そば」（以下「本ラーメ

ン」）の開発支援を行いました。 

 今回、本ラーメンのお披露目イベントを東京の一風堂浜松町スタンドと大木町地域創業・交流支援セン

ターで開催することが決まりました。大木町の魅力が詰まったメニューとなっておりますので、是非この

機会にご堪能ください。 

 FFGでは、地方創生を推進していくために、FFGが持つ各企業との連携力を活用し、1次産業のBtoBtoC

の支援、自治体と連携した地域活性化の取組みを今後も積極的に進めてまいります。 

〒810-8693 福岡市中央区大手門1-8-3 

 https://www.fukuoka-fg.com/ 
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東 京 イ ベ ン ト 概 要 

 内容 ：幻のきのこ「博多すぎたけ」を使用した「博多すぎたけの塩中華そば」を 

         きのこ尽くしのコース料理で提供（※完全予約制） 

 開催日程 ：2025年3月29日（土）17:00～19:00（受付開始 16:45) 

  2025年3月30日（日）①12:00～14:00（受付開始 11:45) 

                  ②16:00～18:00（受付開始 15:45） 

 開催場所 ：一風堂 浜松町スタンド 

        （東京都港区浜松町1-27-6 マストライフ大門・浜松町１F） 

 予約URL ：https://ippudo250329.peatix.com/ 

大木町イベント概要 

 内容 ：「大木町軒先マルシェ」イベントでの特別提供（※完全予約制） 

 開催日程 ：2025年4月26日（土）11:00～  

 開催場所 ：大木町地域創業・交流支援センター WAKKA（わっか） 

  （福岡県三潴郡大木町横溝177） 

 今後の詳細 ：WAKKAでのお披露目会の情報は地域おこし協力隊のインスタ 

    グラムでお知らせしていきます。  

一風堂浜松町スタンド 

WAKKA 
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博多すぎたけの塩中華そば 

スープは、きのこや昆布の和だしに豚のげんこつスープを合わせ透き通ったスープ

です。煮汁に付け込んだ肩ロースチャーシューの上には、メンマ風に味付けた「博

多すぎたけ」をトッピングしています。「博多すぎたけ」は“幻のきのこ”と呼ばれ

るシャキシャキとした食感と豊かな風味が特徴です。（生産：株式会社ドリーム

マッシュ） 

 

い草を使ったランチョンマット 

株式会社イケヒコ・コーポレーションが今回のイベントのために、大木町の特産で

ある「い草」を使った一風堂コラボ特製ランチョンマットを作成しました。大木町

の魅力で食卓を彩る役割を担います。 

 株式会社力の源ホールディングス 

  ラーメン店「一風堂」を中心に、国内外の飲食店舗の運営や、商品開発に関する

コンサルティング、食品工場の運営など、食全般にまつわる事業を行うグループ

です。グループ全体で計291店舗（国内151店舗、海外140店舗）を展開してい

ます。キッチンカーを用いた日本各地での「こども食堂」参加に加え、環境負荷

の少ない100％植物由来のラーメンを開発するなど持続可能な社会の実現に向け

て積極的に行動しています。 

 

 大木バイオクリエーションズ株式会社 

  今回のラーメン開発の実施主体。福岡県大木町を拠点に、循環型社会の実現を目

指す企業で、大木町の地域おこし協力隊としても活動しています。大木町は九州

屈指のきのこ生産地であり、その生産過程で発生する廃菌床（きのこの培地の廃

棄物）を資源として再活用する取り組みを行っています。具体的には、廃菌床を

活用したカブトムシの養殖による町おこしや、その副産物を農業用肥料として利

用することで、廃棄物ゼロを目指す事業を展開しています。 

 

 株式会社ドリームマッシュ 

  長年の経験で培ったきのこ類の栽培技術と科学的な品質管理手法を組み合わせ、

より高品質でより使いやすい業務用きのこを日本全国の病院・学校・食品メー

カー・レストランなど約20,000箇所以上に提供しています。大量生産が難しく

極めて希少価値の高い「博多すぎたけ」の生産に成功しています。 

 

 株式会社イケヒコ・コーポレーション 

  福岡県大木町に本社を構える1886年創業のインテリアメーカーです。い草の一

大産地・九州を拠点に、畳やい草製品の開発・販売を展開。地場産業の継承者と

して、現代のライフスタイルに合うい草商品を提供し続けています。 

ご参考 


